
しかはま自然観察会
2022年度

No. 8

2022.10,30
のらえもん
『 人も 自然も みんな友だち 』

第 8回活動  「のらえもん大感謝祭」
芋掘 り体験と自然観察会

黒い上の中からピンクのサツマイモが見えてきたとき、

無言でさらに掘 り続ける子どもたち !

バネばかりで重さを量ると、「おもた―い |」 と、歓喜

の声を発する子どもたち !

おだやかな秋晴れの中の芋掘 りを、たくさん楽しみました。

1

2

時

所

日

場

気

合

天

集

:2022年 10月 30日 (日 )
:あすなろの里

茨城県常総市大塚戸町 310番 地
:おだやかな秋晴れ 気温 19℃
:バス 車参加者は現地集合
:総数 35  バス 26  車 9

ЪL0 2 9 7-27-3481
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5, 参加者 内訳  大人
小学

幼児

スタッフ

14
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6,活動内容 :

風はなく暖かいおだやかな秋晴れの中で、芋掘 りをおこないました。

○ 芋の種類 :べにあかり

1株 200円 (昨年は、 1株 150円 だった)
○ 収穫量  :合 計       144, 8 kg

l株平均        1, O kg
一人平均 (4株)    4, l kg
最高収穫        6, 3 kg

○ 芋掘 り体験 午前 10:30～ 11:30
芋畑は、園内の釣 り堀池を横切 り、坂を登って民家を 2軒通 り過ぎた一番奥に

ありました。農家のおじさんが待っていてくれました。

袋をもらい、手袋や長靴を整えてから「一人 4株」を掘るために、家族ごとに

畑の中へ入っていきます。
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「時間はたっぶ りあるので、ゆっくりと土の感触を味わいながら掘 りましょう」

とい う合図で始まりました。

3 0cmほ どの畝の土を手でくずすと、ビンク色が現れてきます。なおも掘ると、
ピンク色が拡がってきます。

「見えた一 !」

「ほれたよ―、でっか―い |」

子どもたちは夢中です。シャベルは使わず、手に力を入れて掘っています。

そばにいる保護者の方も、我が子の様子をみながらも、自分の芋掘 りに夢中に

なっていました。

「○○ちゃん、ほれたネ |」

「みて、こんないもだよ !」

赤 トンボの飛ぶ秋空に、親子の芋掘り談義が響いていました。

バネばかりを持つて、4株でどのくらいの重さになるのか、量って歩きました。
「たくさんほれたネ !重さを量ってみようか」
「ウー、おもくて、もちあがんない |」
「ヨイショ、重さはいくら、読んで ?」
「6かな ?」
「そうそう、 6キロと少しだね !いっぱいほったネ !」

重くて、袋が破れそうでした。子どものほっぺも、大きく膨らんでいました。

一段落したところで、記念写真です。

ピンクのサツマイモをたくさん掘った喜びが、一人一人の全身に漂っています。

その最高の表情を、山口さんと栗原さんがカメラに納めてくれました。

そして、サツマイモクイズです。

サツマイモの、たべるところは ?花はさくの ?ど こでたくさんとれるのかな ?

と聞いていきました。
「サツマイモは、どの部分を食べているのでしょうか ?」 の連鎖反応で、年長

の男の子が 「では、じゃがいもは ?さ といもは ?」 、さらに「しょうがは ?」 と

たたみかけてきました。

すばらしい質問ですね。

芋掘 りの活動が、たくさんの疑間を掘 り出してくれたようです。

○ お昼 午前 11:30～ 午後 1:30
-生懸命に掘ったので、お腹が空きました。楽しい昼食です。
暖かいので、釣 り堀の周 りの広場にあつまりました。

万一のために、学習棟も借 りてあります。陽がささないので、涼しかったです。

ここには、春 日・古高の二人しか来ませんでした。
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○ 自然観察会 午後 1:30～ 2:30
2家族しか集まっていません。他の家族はどこにいるのでしょうか?

釣 り堀の所を通ると、皆さん釣 りに没頭 していました。後でその様子を聞くと、

クチボソやフナが釣れるようで、「4匹釣った !」 「ぼくは、 2匹 !」 と満足そ

うに話してくれました。「ぜんぜん釣れなかった !」 という子もいました。

池の回りに座 り、ウキをポンと浮かべながら秋の柔らかい日差しを受けている

みなさんの光景は、何にもかえがたいものに見えました。

自然観察会のグループは、菅生沼を目指 しました。

途中の斜面で、紫色のシジミチョウのつがいとヒョウの様な色をしたヒョウモ

ンチ ョウを見つけました。そのすぐそばで、大きなカマキリを 3匹 も見つけま

した。その 1匹にバッタをそうっと近づけると、カマの前足をサッと出してつ

かまえてしまいました。貴重な瞬間でした。

沼の方には、アメンボやカルガモ・アオサギなどがいました。また、沼辺には

水鳥 りの 3本の足跡やイタチのような足跡を観察しました。

沼の水が 「ジャボン」と大きな音がし、水 しぶきが上がったときには、みんな

ビックリ顔になりました。

今 日の芋掘 りは、お風呂に入ったり。釣 りに没頭 した り 0観察 しながら散策し

た りして、ゆっくり。のんびり秋晴れの下で、みんなが思い思いに過ごすこと

ができました。

7′,ふ りかえりの感想
○ イモ掘 りは、昨年よりもイモが少なかったけど、楽しかった。

つ りは、 1時間半くらいやったけど、一匹もつれなかった。だけど、友と話せた
から楽しかった.

イモほりや ああイモほりや イモほりや
北区王子小 5年

○ たねをうえてないのにいもほりをしたから、少 しざいあく感があったけど、いも

がたくさんとれて、畑をもっている人みたいでおもしろかった。

虫は、全然米の時ほどいなく、たのしかった。また、いきたいと思った。

いも|ま り
‐
で いもいもほりや  いもほりびや

北区王子小 5年

○ いもを掘 り出すと、次は大きいかなと次々掘 り、夢中になりました。

楽しかったです。

つぎつぎと きたいふくらむ おいもほり
保育士

○ 土をほるのが大変だった。だけど、楽しかった。またや りたい。

いのります おいしいおいも とれるよに
北区王子小 5年
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○ 帰りに、守谷で味見したラーメンがおいしかった.

ラーメンが メチャメチャメチャ うまかった
江北小 4年

○ 今 日は、ほったさつまいもは、きょうさくだな。

江北小 4年

○ さかなつ りで、大きい魚がつれた。

魚つ り みみずをつけて とりました
江北小 5年

○ いもは、いっこだけじゃなくて、いっぱいつながって、いろんなとこになる。お

おきさも、いっしゃじゃない。

鹿浜菜の花中 2年

○ さつまいもほりをして、たのしかったです。手が土まみれになったけど、大きい

さつまいもがほれてよかったです。

魚つ りで、 4ひき魚をつれました。
さつまいも 大きいでっかい おいしそう

鹿浜五色桜小 5年

○ 今回は少人数の参加になってしまいましたが、新 しい友だちとのらえもんを通し

て仲良くなれて、とても嬉 しそ うでした。

芋ほりも初体験でしたが、「楽しかった」と言っていました。

おいもほり ほるのがたいへん おいしそ う
鹿浜こどもえん 年中

母

○ いもをほるのがたのしかったです。だいがくいもとやきいもにして、たべます。

どうぶつえんもたのしかったです。

かまきりがばったをたべるところを、はじめてみました。

上の中 芋を見つけて 目が輝く
鹿浜こどもえん 年中

母

○ 芋を掘って、次々と連なって出てくる所がうれしくて、子どもの様に楽しみまし

た。いつも楽しい企画ありがとうございます。

芋畑 秋の実 りに 感謝かな
中島根保育園

○ 今 日は、息子の代打での出席でした。

芋掘 りはもちろん楽しかったのですが、菅生沼の散歩もよかったです。沼から見

えたのは白いキレイなサギでした。サギの白さはほんとうにキレイです。

歩いていると、カサッとどんぐりが落ちていたり、沼の歩道では風がなびくと枯

れたあしがカサカサと音をたてていました。もう秋です !

初秋の沼 ただ一点の 自サギや
スタッフ

○サツマイモ黒い土から顔を出しますます無言で掘る子どもたち   古高 利男
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